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ら秘痕の官一行をえ、さらに公儀御場
一助で中める「公館一の名称を許されたのが
のことであった。
積痘が広誌の志味で
っ公館」の允許は、大阪
あるとすれば、
における公的法療の開始であるといえよう。
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今度於浪禁、病段御坂建ニ相成、総民ニシテ疾病的似養不行路之者共、御紋助可被為十化旨
仰
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追而病院収悠之場所弁医師人物、制度・焼川等、早々仮調可申出出向御沙汰険事
これは窮民施療を目的とした公立病院の設抗命令で、古米の伝統的
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仁政思想の民政的表現であるが、注目すべきことは、医師人物のとともに制度・規則則を兵備した病院とした点にある。
この沙汰引一日布告について想起されるのは、間年二月山県楽祭の高階経
し
出少允、高措筑前介両名が、地〈楽祭においての長所を広く採用すべしと提出した建白訟において、阪病院を設け、鯨罫孤独、会窮然資、行旅販難
の施薬救助の施策をとること、そ
して病院取建に際しては、
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方技に秀いでた
を採用して、学頭ならびに取締に
任ぜられんことを上申していることである。
その建白をとりあげ、
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廷典薬寮の間洋医術採用を決定し、
九月にはオランダ帰りの緒方倣準、伊東方成の起用 なるのであるが、沙汰主の病院はこの建白川内腿立の大阪での実現 ったとみることができる
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緒方郁誠は洪路の義弟として、尚一弘における教育を側而から支践し、
供向の吋扶氏経験巡訓みの訳業に協力 自らも山学塾独笑軒川却をひ
らき子弟の
にあたり、洪路なき大阪において、緒方出資とともに
迎塾門人の
であった。
一方、安政一五年明より在阪土佐
あたり、とくに控応二年後藤ゑ次郎が主力となって
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開設した土佐開成館に担かれ、開館医局教頭に任ぜられていた。藩士の
緒方郁殺の起川については、
新政府の参与兼外同事務局判事として
在川似し、
五月には参与兼大阪府知事となった後藤象次郊の人選であっ
たとみてほぼ間追いなかろう。
ところで十月に入って新しい状況が加わってくる。
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計州の一作滞を余儀なくされたと批測さ
れる。
明治一五年十二月になって太政官は緒方郁減にたいして、
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五月の病院収建に御前掛の任務に変児を命じた。
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十三月仮病院勤務に切
りかえられるまでの本践について、
いまのところ不詳であるが、医師
人物、制度・焼則の取調、がかれの任であったことからすれば、明治一五
>?
年十一月 十二月に大阪府より述せられた次の布令の起げいお闘は緒方郁蔵であったと判断される。
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前年米府中-一おいて、医務擦問或ハ名医録杯与問熔物件叫年初製し、開出家之口問評を分侠もの間土何之、府医之徒板一苅へ相紙、色々不正之娠舞もな之組、一冗米医術之儀ハ、生命松預首候至大之業-一翁之候所、右等巧拙を不論、口川明可約述、市民之問見を為叩一一問、自ら人命日一関し侠様相成 議以不可能儀ニ付、向後右番附等之儀ハ、
一切被差止候、低皮可相心得候本
医姉ノ取締
近来医業之者風俗甚数、往々-谷崎汐- 樹流レ 病家 急 趨るとハ乍市、近ガ往米等之節も駕務相周ひ、或 二枚潟、一 枚篇杯与眠、謝金栂武り、就一叩ハ自然食窮之者共治療難椴受 終ニハ薬汁を不服、死三刻り侠もの有之鉄線抑制成、旦原品中川ハ悶ヨリッ、一郎之訳認をも不読して関薬をね用ひ 薬毒ヲ不願事北ハ、医栄之本窓な忘れ、以 外之本山一侠、依一川近々病院被収波紋条 廿《節有志之議 詮儀 上、入段修業方被卦沈静候問、虚名を不死、実学 以出向とし、民命相救ひ侠線 深く其心得可有之鉄事これは底鮒の風俗取締に関する布人口で当時の医師の姿が浮びあがる
史料であるが、とくに後者布令では、近々取建てられる病院において、
の医師にたいしては詮儀の上、医学修業を許すと述している。明
治一一年に医籍編成のため大坂府在住詑師の学術・医術の取調べが行な
について緒方郁蔵、漢方について
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という経緯からも、緒方郁蔵と布令の関連が推察 きると思う。
一方、東京においては、医学所創設に関連して っ医学録制問の
が明治元年十二月七日太政官よりだされ 不学・不術の医師にたいし川公告するとともに、将来、規則をたて、
の成否、術の工加を試めし、
免許をえた上でないと医術開業を許可しない旨 方針を明らかにし、府寝
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にもその趣旨を達するよう宣した。
このように来四時空間じくして、医師のあるべき姿を示し、医学校、
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病院が今後、
の基本機関となることを明一爪し、将米、
宮中心にした医籍編成の方針を明らかにしたのである。緒方郁放は大阪において、凶欧の一新知識として底学・医療制度確立の中心的役割を嘱望されて登場したのである。
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六日条に「於浪輩、病院御坂挫」の沙汰万をのせ、それに放火な付し「明年(明治一一)正月ニ五リ、寺町大福寺一一仮設シ、後久宝寺町間代将邸ニ移スいと記す。∞緒方惟準の自叙伝に拡づくとする一叫述によると
一一月十七日大阪表仮病院伝潟御川和始む吋きの命守山系る。
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ところで仮病院関
設を物語る史料「仮病院詰所介された。問史料は舎常時を源流とする山第三高等学校の所践する明
日記」が石橋英連により昭和十七年紹
治初年のふ一日常局、
洋学校などの関係史料のなかに含まれてい
たものである。
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り明治初年の仮病院について、
たな知見守提出した。この日一一必は
仮病院創立時の
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日引っ山は仮病税減目前落成に始まり、緒方玄務少允への仮病院引渡し完了止をもって終わっている。
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カ月半足らずの
であるが、
所帖の開始から他へ移管するまでを記しており、日銀の欠務がなければ、仮病院の日記として完結したものである。
-仮病院の設泣者と性格
大i波丹守仮病院の創設65 
1=1 
の
、大坂府から府判事間関
0) 
(公的点)、
伊丹左京大進、
からハ一ブ
院中阜市原治助、
タマ、平山助左衛門、そして医師として緒方郁蔵ほか
である。
ついで欧軍市原治助が建物止な見分し、営
の吟味をへて、
山保渋から完工川波しが行なわれたのち、
11J
と
1
判官
山144H
・折品伊
用使(先導兵)が
っき、午後から仮続院医師が出頭し、
ハ一プ
タマそして府判事、
の出府という制序をとって、仮病院
wbμv~
トLwn
ノ
F正メ一
τJ
工つ
L
112σ~
ね
HJJ
ノf jjvz
そののち、仮病院開設を祝って
ハラタマ、
判
決E
保一的方、俗事役など間部者六十七名に下されたとある。
この式次第 筆頭見分役に大阪府続判府心不存聞があたっていること
から仮病院は大眼府によって普請されたことは明瞭であるが、
~，Ij 
引つづいて見分役として
したのは獄中阜市原治助であることに注目
したい。監平はっ大坂府職只録
L(
明治一一一年)によれ
的共同の口以上
官であり、市原治輔、北町
郎、桃井泰肢の一一…名が記載されている。
見分役に医師方からではなく、山川正(周監軍があたっていることから、
仮病院は山本引病院的色彩の濃さがみてとれる。そのことは
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東京大病院に対比して慣用された名称のようである。
ともに軍病院を
前身とする。
ボードイン着任(明治一一年二月)前の仮病院において、
ハラタアが教
頭として医療出の最高責任者であったことを窺わせる。緒方郁蔵は銅用掛を主務とし、兼ねて訳官の役割を担ったと判断される。
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者はハラタマが治療宏指導したようである(一一月十四日)。
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と挽定し旧説に修正念加えている。
鈴木町代官所跡に大坂府病院(大
福寺仮病院より)が移り同一討するのが明治二年七月十九日である。とすれば明治一五年十二月
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月
卜
日はじめて米
院したボ
i
ドインがハラタマと相談して、医学伝巾討議席として大橋寺
を選定 、緒方惟準が借請蹴いを府判事に提出し許可され、
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惟準へ監軍管結下の仮病院が引渡され、入院中の患者の退院が申し渡されている。
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は緒方位準が行政官より、
「当分大坂ニ罷在、ボードイン江市談、仮病院芥伝習等之御用向早速手始可申旨
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仮病院と医学伝留の御用掛の任をおびて赴任してきた結果である。すなわち仮病院は軍病院から一般病院へ、そして医学教育の教場へという任務のもとに赴狂した緒方惟準に引渡されたのである。
以後大一福寺は主として医学伝習を主目的とし、傍ら註術伝習のため
診療がおこなわれ、また同士ずはボ
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記す。教師、医員、門生と患者を合せれば大へんな数にのぼる。仮病院が充当されなければ 福寺の規模からみて、
のみでは人々の
収容は到底不可能のように思われる。緒方鮭次郎の推測した伎病院所在地・鈴木町代官屋敷は、「『大阪の
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町名』によれば、明治一万年七月大奴府南司法局と り、さらに向二年一月からは
附河内県庁舎となり、その後医学一例および病院が設問さ
れた(司東区史』)」
と記す。とすれば鈴木町の仮病院抗定は部難となる。
仮病院の所在追求はもとより鶴一本である。
しかし仮病院史を諮ると
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大阪府仮病院の創設67 
長憶が仮病説を設け、二年後種痘公館となった穏痘所を仮定してみた。それは明治二年十二月二十朗自付で四隣に関口凹・五問、奥行二十出をさらに購い査記したという。日記の仮病院の開設は明治元年十二月十四日であるから、拡張登記の時期とほぼ一致するのである。
その拡
張は仮病院設立のためのものであったのではないか、
と想定してみた
のである。これは勿論仮説である。仮病院所在地につきご教示をえられれ大阪における公的医探機関は日記の仮病院および大福寺仮病院を源
いである。
流として大阪府病院、大阪府医学校病院へと展開するが それは決して平均な歩みではなかった その流れ 浮き沈みする人たちの動きもまた複純である。機会をえて論考に及びたい。
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11 
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〔資料紹介〕
エレメレンスの寓居
企悶市町局においては、設計当初から校舎などの建設とならんで教師結を構内に設ける計廊で進められた。本一総口絵で芝雪夫氏が紹介されたように立派な
建築物で、ハラタマはじめ多数の外人数闘によって使用された。一方、医学校は明治二年九月頃より建設に活字されたが、教師州館は予定されず、教師は近傍寺院に寄留した。ボードインについては緒方錠次郎氏の研究で、まず大福寺ついで法性寺(中寺町)に逗留したことがわかる。ボ氏の後押収エルメレンスについては不明であったが、紹介する第一一一高等学校文設(明治五年干式市「務官省往復簿」開成所)から大福寺に寄留していることがわかり、同十す 二代の外人数仰による寓居となっ 。なお、資料中のジェ
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侠犬ニテ、少クモ五十一万程之倣可有之候。然ル処右犬ノ儀利払-一先立チ間関帰リ候事与相心得 道様帰宅仕候処定利ンヤ宅一一帰リ居不中、依而私方小近一一市附額三銘繋為致、昨夜十一時迄相掛リノ候得共、遂-一見出し不中 依
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恐入候符共右之段、裁判所迄術開胸被下候様心不限度、尤右機之御背労相掛候者
代医学のあけぼの』、松田武「公文脅からみた緒方八重諮問について」(吋医学史研究』第五回号所収)、
芝務夫・松回武「日本の近代化と大阪
の学問」(『大阪 尚子問燦徳川具・適塾
i』大阪大学、所収)を参照
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(まつだ
大阪大学五十年史資料・編集室)
たけし
恐入候創刊共、既一一先日然拠事件有之裁判所江複協同届出候処、元米私儀者日本政府江御原入相成田的娯楽故万事先学校長官江御属市中、学校止問所江御掛合-一相成候ハ、問ヤミ取計可申与之本-一御陵候、依間此段中本願侠恐懐幾一合同
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開成所犯関線
川一右之火殺後ロ足少々不具一一御座侠
英教師グリiン道火之儀-一付過日御額談市中遣し陵侠処、別紙訳書之通届出
侠問、此段及御断返候、尤昨夜九字過第二反取締伍長小十件疋義似容 犬刀口述問問越、独裁ハ後堂島ぬ区会所訪小森安二郎問機似寄之火河川述能越候等 彼是御手数之段謝入候。依市出比段中退俊也
平常市中五月六日
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広州問犬、不ルリ
l紛失致し候ニ付、先日右穿懇之儀裁判所江御殿被下山及活相
願殴候処、昨朝道頓同州辺一一おいて召仕之者、お犬を見出し迷帰り中候、依一郎此皮御服申上候。最も昨夜市中品取締方よ両度迄似寄之 召迷御間人山口セ下候段、獄中何山本存 且込速市中江御布達被成下候段、不桃一感似裁判所御役人方江川刈し深ク泰謝 恐ミ護対一同
壬中五月六日
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